










（ 続紙 １ ）                             
































た再選択実験を行った。すなわち、明暗条件と暗黒条件の 2 つの条件下で 1,000 匹の
混合集団を 3 セットずつ継代飼育し再選択実験を行うことで、統計処理によって暗黒
条件下で特異的に選択されてくる遺伝子変異を同定しようというものである。具体的
には、再選択実験を開始した 0・22・49 世代目の各集団から集団としてゲノム DNA を











（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
暗黒ショウジョウバエは京大が誇る極めてユニークなハエである。しかし、いざ
研究材料として料理しようすると、多くの困難が待ち受けていた。特に、暗黒バエ
の飼育開始と同時に明暗条件で継代飼育していたコントロールとなるべきハエが1,2
00代めに絶滅したことによって、比較すべきゲノムを失ったことは大きな痛手と
なった。そこで、本研究では、再選択実験を1,000匹集団規模で行うという、新たな
実験進化学的方法を編み出し、集団全体からゲノムDNAを精製し、次世代シークエン
サーでゲノム断片のシークエンス情報を大量に得ることで、暗黒バエ特異的遺伝的
変異の時系列に応じた変動を解析した。それによって、暗黒バエで検出されていた
遺伝的変異が明暗条件下と暗黒条件下でどのように選択されていくのかを世界で初
めて明らかにすることに成功した。その結果、暗黒バエで検出されていた遺伝的変
異が3つのタイプに分かれて選別されていくことを明らかにするとともに、暗黒条件
下で選択されていく変異箇所を28ヶ所にまで絞り込むことに成功した。そして、そ
の28ヶ所には暗黒適応に関与しているかもしれない遺伝的変異候補が網羅されてお
り、今後は、ゲノム編集技術を用いて、野生型の配列を次々と暗黒バエ型の変異へ
と置き換えたショウジョウバエを作製することで、暗黒条件下で選択されてきた変
異が具体的に同定される時代が到来した。 
 
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２８年１月１３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要旨公表可能日：平成２８年３月２３日以降 
 
